




ひとり親家庭の児童又は父若しくは母が国民年金のほ
ぼ１級障害程度の重度障害の状態にある家庭の児童の
心身が健やかに成長するように、その家庭の生活の安
定と自立の促進のため、児童の父母又は父母に代わっ
て児童を養育している人に支給されます。（外国人の
方も支給の対象となります。）

●児童扶養手当と公的年金給付などの併給制限の見直し
について
　従来、公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、
労災年金、遺族補償など）を受給する方は、児童扶養
手当を受給できませんでしたが、平成26年12月から
は、年金額が児童扶養手当より低い方は、その差額分
の児童扶養手当を受給できるようになりました。

●寡婦（寡夫）控除のみなし適用について
ひとり親寡婦・寡夫控除が適用されない未婚のひとり
親（養育者及び扶養義務者に限る。）の方は、要件を
満たす場合、児童扶養手当に係る所得の算定におい
て、寡婦（寡夫）控除を受けた方と同様、27万円又は
35万円を控除します。（別途手続が必要です。）

児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市町村
への申請が必要です。

※詳しくは「児童扶養手当のしおり」をご覧ください。請求者及び配偶者、生計を共にする扶養義務者についても所得制限があります。
　なお手当額は令和２年度の金額であり、毎年度変更されます。

※詳しくは「児童扶養手当のしおり」をご覧ください。請求者及び配偶者、生計を共にする扶養義務者についても所得制限があります。
　なお手当額は令和２年度の金額であり、毎年度変更されます。



（ ）



075-414-5076



高等学校等修学資金（貸付）、修学支援特別融
資利子補給、独立行政法人日本学生支援機構
奨学金（貸付）等との併給不可、詳しくは「貸付
けのしおり」をご確認ください。



「まもっぷ」はきょうと子育て応援パスポートが表
示できるだけでなく、トイレや授乳室の有無など、
子どもと一緒に安心してお出かけできるスポット情
報等をご覧いただけます。

センターが運営するポータルサイトでは、府内各市町村の子育て支援情報をまとめて
ご覧いただけます。
また、専任の相談員（助産師等）による2つの
電話相談窓口を設置しております。
●妊娠出産・不妊ほっとコール／妊娠中や産後
の生活・不妊など様々な悩みに対応
075-692-3449（祝日・年末年始を除く月～金。9:15～13:15、14:00～16:00）
●仕事と不妊治療の両立支援コール／
不妊治療中の働き方や各種制度、雇用主からの相談などに対応
075-692-3467（祝日・年末年始を除く毎月1回第1金。9:15～13:15）
※いずれも無料、来所相談も可（要予約）
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き ょ う と こ ど も の 城 づ く り 事 業 ①
京都府では、すべての子どもが生まれ育つ環境に左右されることなく、将来に夢や希望を持って
成長していけるよう、様々な取組を行っています。

◆きょうと子ども食堂

◆ひとり親家庭のこどもの居場所づくり事業

○学習支援

○相談支援

○生活支援

食事の提供を通じて、居場所やその他の福祉施策に繋ぐ入口となる
「きょうと子ども食堂」の取組への補助を行っています。

ひとり親家庭の悩みや不安を持つ子どもと保護者が気軽に交流できる「居場所」を設け、
精神的・経済的に不安定な子どもの心の安定を図る取組を行っています。

学習習慣の定着を図るため、大学生や教員OB
による参加児童の学力に応じた学習支援を行っ
ています。

参加児童や保護者の相談に応じ、悩みや不安の
解消を図るとともに、自己肯定感を養う取組や
各種情報提供を行っています。

支援者とともに行う調理実習や入浴、遊びを通
じ、参加児童の生活力を高め、生活習慣の確立
に向けた取組を行っています。

その他にもこんな支援があります

〇「居場所」の中には、学習、生活支援の他に以下の支援を実施しているところもあります。
・親の学び直し：保護者の方の資格取得等に向けた取組を行っています。
・交流活動支援：地域の行事に参加し、交流を行っています。
〇大学生等の若者が社会見学等を実施します（子どもの未来づくりサポーター活動支援事業）

問い合わせ先　　京都府家庭支援課　☎ 075-414-4585





・ひとり親家庭の生活から
　就労までの相談
・就労に有利な講座等の開催
・就職準備やほっこりセミナー等の各種セミナーの開催
・弁護士による法律相談（事前予約制 基本第1・3金曜日）





※高等職業訓練促進給付金については、「京都府看護師等修学資金」（京都府医療課☎ 075-414-4746）や、「介護福祉士等修学資金貸付」
（京都府社会福祉協議会☎ 075-252-6291）の制度と併用できます。なお、同種の貸付・貸与を複数受けることはできません。








